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わが国の精神障害者支援が入院治療を中心としたあり方
から地域での保健医療福祉を中心にした政策に移行してき
たことは，広く周知されている。2004 年に厚生労働省か
ら，長期入院解消 ･退院促進および地域生活支援を重視す
る「精神医療福祉の改革ビジョン」が示され，また 2006
年に施行された障害者自立支援法では地域で自立した生活
を営むために総合的な支援を行い，ノーマライゼーション
の理念の実現をめざす障害者福祉サービスの再編が行われ
た。このような流れにて，これまで立ち遅れてきた地域居
住資源の整備，生活自立訓練，就労移行支援，就労継続支
援などの社会資源の整備を重要視している。
他方，精神障害者の特徴の理解が深まるにつれて，障害

への援助，リハビリテーションの概念にも変化が生じた。
一般社会への復帰をめざす「社会復帰」という言葉の固定
的な側面を見直し，障害者の主体性が含まれる「社会参
加」が支援の理念として浸透してきた。池淵（1998）は，
精神科リハビリテーションとは精神障害に罹患したために

その後の人生設計が必要な人たちに対する社会への再参加
に向けての援助であると述べた。そこで精神障害者の社会
参加に関する研究を概観すると，社会参加へのニーズとし
て金銭，住居，働く場などの生活条件の整備（北島，
2002），短時間労働のできる場所の整備（服部，北島，森
田，2001），地域での生活を継続するための身近な日常生
活支援と施設づくり（安土他，1997）が明らかにされてい
る。また精神障害者の社会参加に関連する要因調査では，
個人の精神症状の重さや不安定さ（東保他，1999）の他
に，適正体重の維持などの基本的な生活習慣，夫婦・異性
関係や仕事，地域活動，教育などの活動性の制約が指摘さ
れている（平部，2005）。
だが社会参加の理念が当事者の主体性を含めていること

から，当事者一人ひとりによって具体的な社会参加像が異
なることが予想される。精神障害者の社会参加は施策を積
極的に提供することによってのみ実現するわけでなく，自
分の生き方としてどのような社会参加を望み選択しようと
するのか，当事者の主観を生かす必要がある。社会参加が
障害をもつ対象者中心に支援されるべきであることを鑑み
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【Abstract】  The purpose of this research is to clarify the factors which promote the self-efficacy of social participation in the schizophrenic 
persons. The subjects were 12 mentally ill people who have spent three years or more after leaving the psychiatry department of a hospital. Now they 
are the schizophrenic people living in local society. An interview investigation into the reasons for self-ef�¿cacy in social participation was executed. 
The analysis used a qualitative analysis called the KJ method. As a result, the following seven labels were （a） emotional relations that provide 
support ; （b） necessary medical treatment/social resources and support ; （c） recovery of self-esteem ; （d） acquisition of social skills/social 
experience ; （e） stability of health status in the mind and body ; （f） self-acceptance of the handicapped person ; （g） discovery of goals and 
signi�¿cance in life. In the comparison with earlier literature, these were thought to be valid as the factors which promote self-ef�¿cacy of social 
participation in the schizophrenic persons. These results will be used with the mentally ill, and will be further varitied and modi�¿ed.

【Keywords】　自己効力感 self-ef�¿cacy，社会参加 social participation，統合失調症 schizophrenia，精神障害mental disabilites


